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第１章 調査の概要 

１．調査概要 

（１）高齢者基礎調査 

①調査の目的 

令和９年度を計画の始期とする第10期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定の

ための基礎資料を得ることを目的とし、以下の調査を実施した。 

 

②調査方法 

いずれの調査も、郵送法（郵送配付・郵送回収）により実施した。また、②要支援・要介護

認定者調査、④特別養護老人ホーム入所申込者調査を除きウェブサイトでの回答も可とした。 

 

③調査期間 

令和７年11月14日～令和７年12月15日 

調査対象期日は、原則として令和７年10月１日現在とした。 

 

④調査対象 

各調査の調査対象者は、④特別養護老人ホーム入所申込者調査、⑤介護サービス事業所調査

を除き住民基本台帳から無作為抽出した。無作為抽出は、調査間での対象者の重複を避け、

所定の人数を抽出した。 

調査種別 調査対象 図・表中での記載名 

①高齢者一般調査 
介護保険の認定を受けていない65歳以上の区民から無作

為に2,500人を抽出した（総合事業対象者を含まない）。 
高齢者一般 

②要支援・要介護 

認定者調査 

介護保険の認定を受けている65歳以上の区民から無作為

に6,500人を抽出した（総合事業対象者を含む）。 

要支援認定者 

要介護認定者 

③これから高齢期を 

迎える方の調査 

介護保険の認定を受けていない55～64歳の区民から無作

為に800人を抽出した。 
これから高齢期 

④特別養護老人ホーム

入所申込者調査 

特別養護老人ホーム入所申込者の方全員935人を対象と

した。 

【特養入所申込者】 

全体 

13ﾎﾟｲﾝﾄ以上 

12ﾎﾟｲﾝﾄ以下 

⑤介護サービス事業所

調査 

介護サービスを提供している区内の全事業所1,051事業

所を対象とした。 
介護サービス事業所 

⑥介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

要介護認定（要介護１～５）を受けていない65歳以上の

区民から無作為に3,900人を抽出した。 
 

※④特別養護老人ホーム入所申込者調査では、全体での集計の他に、練馬区特別養護老人ホーム入所基準の指数が 

13ポイント以上の方と12ポイント以下の方を分けて集計を行った。 
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⑤回収状況 

№ 調査種別 
対象 

者数 

回収数 
有効 

回収数 

有効 

回収率 
紙媒体 

ウェブ 

サイト 
合計 

① 高齢者一般調査 2,500 1,548 211 1,759 1,758 70.3％ 

② 要支援・要介護認定者調査 6,500 3,615 － 3,615 3,615 55.6％ 

   要支援認定者 2,200 1,505 － 1,505 1,505 68.4％ 

   要介護認定者 4,300 1,751 － 1,751 1,751 40.7％ 

③ これから高齢期を迎える方の調査 800 295 167 462 462 57.8％ 

④ 特別養護老人ホーム入所申込者調査 935 423 － 423 422 45.1％ 

   12 ポイント以下（指数低） 705 329 － 329 328 46.5％ 

   13 ポイント以上（指数高） 230 94 － 94 94 40.9％ 

⑤ 介護サービス事業所調査 1,051 270 316 586 586 55.8％ 

⑥ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 3,900 2,638 399 3,037 3,037 77.9％ 

※②要支援・要介護認定者調査では、要介護度が不明な回答も有効とするため、要支援認定者と要介護認定者の合計が

全体を示す数値と一致しない。 

 

（２）在宅介護実態調査 

①調査の目的 

「介護離職をなくしていくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点から、「高齢

者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービス

の在り方を検討するための基礎資料を得ることを目的とし、調査を実施した。調査項目は

『在宅介護実態調査』として国が示した内容とした。 

 

②調査方法 

介護保険認定調査実施時に、介護保険認定調査員等が、調査対象者や調査に立ち会っている

家族などに、聞き取り調査を行った。 

 

③調査期間 

令和７年８月１日～令和８年１月31日 

 

④調査対象 

区内で在宅生活をしている、要支援・要介護認定の更新申請または区分変更申請に伴う認定

調査対象者とその家族で、「在宅介護実態調査」へのご協力の了解を得られた方。 

 

⑤回収状況 

対象者数 有効回答数（率） 

607 607（100.0％） 
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（３）施設整備調査 

①調査の目的 

第10期練馬区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定のための基礎資料を得ることを目

的とし、区内に所在する介護保険施設等を対象に、施設の利用状況等の調査を実施した。 

②調査方法 

電子メールでURLを配付し、ウェブサイトで回収した。 

  ※地域密着型サービスについては、郵送による回答も受け付けた。 

③調査期間 

令和７年12月25日～令和８年１月30日 

④回収状況 

施設類型 施設数 回収数 回収率 

１ 特別養護老人ホーム 37施設 37施設 100.0％ 

２ ショートステイ 42施設 42施設 100.0％ 

３ 介護老人保健施設 14施設 12施設 85.7％ 

４ 有料老人ホーム 90施設 42施設 46.7％ 

５ サービス付き高齢者向け住宅 24施設 20施設 83.3％ 

６ 都市型軽費老人ホーム 17施設 17施設 100.0％ 

７ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ８施設 ８施設 100.0％ 

８ 夜間対応型訪問介護 ２施設 ２施設 100.0％ 

９ 地域密着型通所介護 93施設 91施設 97.8％ 

10 認知症対応型通所介護 10施設 10施設 100.0％ 

11 小規模多機能型居宅介護 13施設 13施設 100.0％ 

12 看護小規模多機能型居宅介護 10施設 10施設 100.0％ 

13 認知症対応型共同生活介護 39施設 39施設 100.0％ 

 

２．調査結果を見る上での注意事項 

・本文、表、グラフなどに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・図・表中の「－」は回答者が皆無のものである。 

・回答はｎを100％として百分率で算出してある。小数点以下第２位を四捨五入しているため、百

分率の合計が全体を示す数値と一致しないことがある。 

・複数回答ができる質問では、回答比率の合計が100％を超える。 

・複数の回答選択肢を１つにまとめて分析する場合、回答選択肢ごとの比率を合計した数値と、

１つにまとめた比率の数値が異なる場合がある。 

・本文、表、グラフにおいて、調査票の選択肢表記を簡略化している場合がある。 

・クロス集計結果の図・表については、「無回答」があるため、全体の示す数値と一致しない。 

・回答者数が30未満の場合、比率が上下しやすいため、傾向を見るにとどめ、本文中では触れて

いない場合がある。 
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男性 女性 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

39.5 58.5 2.0

男性 女性 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

50.0 48.9 1.1

( 341 )特 養 入 所申 込者

( ％ )

35.2 61.9 2.9

第２章 高齢者基礎調査 

１．回答者の基本属性 

（１）性別 

○高齢者一般、要支援認定者、要介護認定者および特養入所申込者では、「女性」の割合が高

く、それぞれ58.5％、66.4％、64.8％、61.9％となっている。 

  ○これから高齢期では、「男性」が50.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

32.5 64.8 2.7

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

28.9 66.4 4.7
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55歳-59歳 60歳-64歳 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

47.8 48.3 3.9

65歳-69歳 70歳-74歳 75歳-79歳 80歳-84歳 85歳以上 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

19.6 17.3 30.9 17.2 12.3 2.6

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

2.1

7.5

0.4

5.3

16.3

1.9

7.9

26.3

2.3

22.9

15.0

25.3

56.3

32.5

63.6

5.6

2.5

6.5

（２）年齢 

○高齢者一般では、「前期高齢者」が36.9％、「後期高齢者」が60.4％で、“平均年齢”は76.3

歳となっている。 

○要支援認定者では、「前期高齢者」が9.5％、「後期高齢者」が85.4％で、“平均年齢”は

84.0歳となっている。 

○要介護認定者では、「前期高齢者」が8.5％、「後期高齢者」が87.6％で、“平均年齢”は

85.3歳となっている。 

○特養入所申込者では、「前期高齢者」が7.4％、「後期高齢者」が87.1％で、“平均年齢”は

85.9歳となっている。 

○これから高齢期では、「55歳～59歳」が47.8％、「60歳～64歳」が48.3％で、“平均年齢”は

59.8歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

2.7
6.8

13.8 23.3 48.3 5.2

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

3.1
5.4 12.2 19.5 55.9 3.8

“平均年齢” 

76.3 

84.0 

85.3 

80.9 

“平均年齢” 

59.8 

“平均年齢” 

85.9 

87.4 
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１人暮らし 夫婦２人
暮らし（配
偶者65歳
以上）

夫婦２人
暮らし（配
偶者64歳
以下）

子との２世
帯

親との２世
帯

親・子との
３世帯

その他 無回答

（ n ） （ 計 ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

33.7 24.1 5.9 19.0 1.7
1.111.2 3.3

１人暮ら

し

夫婦２人

暮らし（配

偶者65歳

以上）

夫婦２人

暮らし（配

偶者64歳

以下）

子との２

世帯

親との２

世帯

親・子と

の３世帯

その他 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

21.2 8.9 15.8 25.3 7.8 3.7 16.0 1.3

( 341 )特 養 入 所申 込者

( ％ )

24.9 18.5 3.2 32.0 0.9
1.5 13.8 5.3

（３）世帯構成 

○高齢者一般では、「１人暮らし」(33.7％)が最も高く、次いで「夫婦２人暮らし(配偶者65

歳以上)」(24.1％)の順となっている。 

○要支援認定者では、「１人暮らし」(40.7％)が最も高く、次いで「夫婦２人暮らし(配偶者

65歳以上)」(22.1％)の順となっている。 

○要介護認定者では、「子との２世帯」(28.4％)が最も高く、次いで「１人暮らし」(25.2％) 

の順となっている。 

○これから高齢期では、「子との２世帯」(25.3％)が最も高く、次いで「１人暮らし」

(21.2％) の順となっている。 

○特養入所申込者では、「子との２世帯」(32.0％)が最も高く、次いで「１人暮らし」

(24.9％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

40.7 22.1 3.1 17.9 0.6
0.7 9.4 5.6

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

25.2 21.8 3.0 28.4 1.0
1.0 15.3 4.2
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持家

賃貸住宅（高齢者向けの住宅、施設を除く）

シルバーピア

サービス付き高齢者向け住宅

都市型軽費老人ホーム

住宅型有料老人ホーム

介護付き有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

その他

無回答

70.6

17.1

0.5

0.6

-

0.1

0.5

-

-

6.4

4.2

70.9

17.5

0.3

1.1

0.7

0.2

1.9

0.1

0.1

5.6

1.6

56.8

15.5

0.4

1.0

0.6

0.3

8.6

7.3

1.9

6.7

0.9

63.6

30.3

-

-

-

-

-

-

-

3.9

2.2

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

高齢者一般(n=1,758)

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

これから高齢期(n=462)

２．住まい 

（１）住居形態 

○いずれの調査でも「持家」が最も高く、５割から７割となっている。 
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自宅

で、介

護保険

のサー

ビスを

中心に

利用し

たい

自宅

で、家

族や親

族など

からの

介護を

中心に

受けた

い

家族や

親族など

の家に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を中心に

利用した

い

家族や

親族など

の家に住

み替え

て、家族

や親族な

どからの

介護を中

心に受け

たい

安否確

認サービ

スのある

住宅に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を利用し

たい

安否確

認と食事

や入浴

のサービ

スのある

住宅に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を利用し

たい

介護保

険サー

ビスが

受けら

れる施

設・住

宅に入

りたい

その他 わから

ない

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

31.6 4.1
0.2

- 8.2 14.1 16.2 0.6 21.9 3.0

自宅

で、介

護保険

のサー

ビスを

中心に

利用し

たい

自宅

で、家

族や親

族など

からの

介護を

中心に

受けた

い

家族や

親族など

の家に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を中心に

利用した

い

家族や

親族など

の家に住

み替え

て、家族

や親族な

どからの

介護を中

心に受け

たい

安否確

認サービ

スのある

住宅に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を利用し

たい

安否確

認と食事

や入浴

のサービ

スのある

住宅に住

み替え

て、介護

保険の

サービス

を利用し

たい

介護保

険サー

ビスが

受けら

れる施

設・住

宅に入

りたい

その他 わから

ない

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

37.0 4.9
0.6

0.3
3.2 7.7 17.3 1.6 20.3 7.2

自

宅

で

、
介

護

保

険

の

サ
ー

ビ

ス

を

中

心

に

利

用

し

た

い

自

宅

で

、
家

族

や

親

族

な

ど

か

ら

の

介

護

を

中

心

に

受

け

た

い

家

族

や

親

族

な

ど

の

家

に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ

ー

ビ

ス

を

中

心

に

利

用

し

た

い

家

族

や

親

族

な

ど

の

家

に

住

み

替

え

て

、

家

族

や

親

族

な

ど

か

ら

の

介

護

を

中

心

に

受

け

た

い

安

否

確

認

サ

ー

ビ

ス

の

あ

る

住

宅

（
※

１

）

に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

安

否

確

認

と

食

事

や

入

浴

の

サ

ー

ビ

ス

の

あ

る

住

宅

（
※

２

）
に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

介

護

保

険

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

施

設

・

住

宅

（
※

３

）
に

入

り

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

( ％ )

（２）介護が必要になった場合に希望する暮らし方 

  ○いずれの調査でも、「自宅で、介護保険のサービスを中心に利用したい」が最も高く、３割

から４割となっている。 

  ○“自宅で暮らしたい”（「自宅で、介護保険のサービスを中心に利用したい」と「自宅で、

家族や親族などからの介護を中心に受けたい」の合計）は、高齢者一般で41.9％、要支援

認定者で50.0％、要介護認定者で49.7％、これから高齢期で35.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ シルバーピア 

※２ サービス付き高齢者向け住宅、都市型軽費老人ホーム、住宅型有料老人ホーム 

※３ 特別養護老人ホーム、介護付き有料老人ホーム、認知症高齢者グループホーム 

  

“自宅で暮らし
たい” 

41.9 

50.0 

35.7 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

40.8 9.2 0.8
0.3

2.69.0 16.5 2.3 12.8 5.8

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

37.1 12.6 0.9
0.3

1.1
5.5 21.5 5.0 10.7 5.3 49.7 
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積極的に外

出している

なるべく外

出するよう

にしている

どちらともい

えない

あまり外出

しようとして

いない

自宅に閉じ

こもりがち

である

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

42.9 35.9 8.8 5.6 2.3
4.6

積極的に外

出している

なるべく外

出するよう

にしている

どちらともい

えない

あまり外出

しようとして

いない

自宅に閉じ

こもりがち

である

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

46.1 22.3 17.5 8.2 3.7
2.2

週５日以

上、仕事を

している

週３～４

日、仕事を

している

週１～２

日、仕事を

している

１か月に１

日程度、仕

事をしてい

る

不定期に

仕事をして

いる

仕事はして

いない

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

14.4 10.7 4.6
0.6

3.1 64.4 2.2

週５日以

上、仕事を

している

週３～４

日、仕事を

している

週１～２

日、仕事を

している

１か月に１

日程度、仕

事をしてい

る

不定期に

仕事をして

いる

仕事はして

いない

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

60.6 16.5 3.9
0.4

2.8 14.9 0.9

３．社会参加 

（１）外出に対する積極性 

○いずれの調査でも「積極的に外出している」が最も高く、高齢者一般で42.9％、これから

高齢期で46.1％となっている。 

○“外出している”（「積極的に外出している」と「なるべく外出するようにしている」の合

計）は、高齢者一般で78.8％、これから高齢期で68.4％となっている。 

○“閉じこもりがち”（「あまり外出しようとしていない」と「自宅に閉じこもりがちである」

の合計）は、高齢者一般で7.9％、これから高齢期で11.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）就労状況 

①就労状況 

○“仕事をしている”（「仕事はしていない」と無回答を除く）は、高齢者一般で33.4％、こ

れから高齢期で84.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

“
外
出
し
て
い
る
” 

78.8  7.9 

“
閉
じ
こ
も
り
が
ち
” 

68.4 11.9 

“仕事をして 
いる” 

33.4 

84.2 
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生活費を得るため

小遣いを得るため

将来への蓄え（預貯金）のため

生きがいを得るため

持っている技術や経験を活かすため

健康のため

何もしないでいると退屈なため

その他

無回答

62.3

28.5

28.0

43.7

32.1

51.0

28.5

2.7

1.9

82.0

32.9

44.3

38.6

26.9

48.4

28.2

3.5

0.3

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

高齢者一般(n=414)

これから高齢期(n=316)

②働く理由 

○“仕事をしている”と回答した人の働く理由は、高齢者一般では、「生活費を得るため」

(62.3％)が最も高く、次いで「健康のため」(51.0％)の順となっている。 

○これから高齢期では、「生活費を得るため」(82.0％)が最も高く、次いで「健康のため」

(48.4％)の順となっている。 

 

（複数回答） 
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週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加してい

ない

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

3.4 8.1 5.3 8.1 3.9 67.2 4.0

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加してい

ない

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

0.2
2.2

4.3
5.8

4.3 81.2 1.9

（３）地域活動の参加頻度 

 ○地域活動（ボランティアや趣味・スポーツ関係のグループ、町内会・自治会、老人クラブ

などの活動）に“参加している”（「参加していない」と「無回答」を除く）と回答した人

は、高齢者一般で28.8％、要支援認定者で36.8％、要介護認定者で14.8％、これから高齢

期で16.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）人との付き合いがないと感じる頻度 

○人との付き合いがないと感じることが“ある”（「常にある」と「時々ある」の合計）は、高齢

者一般で36.1％、要支援認定者で40.7％、要介護認定者で46.1％、これから高齢期で40.1％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

“参加して 
いる” 

28.8 

36.8 

16.8 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

2.1 11.9 11.2 8.1 3.5 59.4 3.9

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

0.9
4.9

3.2
2.8

3.0 82.2 3.0 14.8 

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答

（ n ）

( 1,758 )

( 3,615 )

( 462 )

高 齢 者 一 般

要支援・要介護認定者

こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

21.6

12.2

20.6

39.2

36.5

37.9

27.3

32.1

27.5

8.8

11.2

12.6

3.1

8.0

1.5

決してない ほとんどない 時々ある 常にある 無回答

（ n ）

( 1,758 )

( 3,615 )

( 462 )

高 齢 者 一 般

要支援・要介護認定者

こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

21.6

12.2

20.6

39.2

36.5

37.9

27.3

32.1

27.5

8.8

11.2

12.6

3.1

8.0

1.5

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

13.6 39.5 31.5 9.2 6.2

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

10.9 35.0 32.7 13.4 8.1

“ある” 

36.1 

40.7 

40.1 

46.1 
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栄養不足にならないように、１日で多様な食品（肉・
魚・野菜・乳製品等）を食べるようにしている

何でもおいしく食べられるように、歯科検診を
受けたり、お口の体操やマッサージを行っている

筋力や体力が落ちないよう、運動・スポーツを
行っている

脳を活性化するために、知的活動を行ったり、
新しいことにチャレンジしている

人との交流を減らさないように、友人・知人との
外出や、地域の活動（サークルなど）に参加している

何もしていない

わからない

無回答

60.2

34.9

44.1

28.0

31.5

12.8

2.6

9.3

50.2

30.3

40.0

25.3

17.3

22.3

3.5

5.4

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

高齢者一般(n=1,758)

これから高齢期(n=462)

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

9.5 67.3 18.4 3.1
1.7

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

12.6 68.4 15.2 2.2
1.7

４．健康・介護予防・フレイル予防 

（１）健康状態 

○“よい”（「とてもよい」と「まあよい」の合計）は、高齢者一般で76.8％、要支援認定者

で48.9％、要介護認定者で44.1％、これから高齢期で81.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護予防・フレイル予防の取組状況 

○いずれの調査でも「栄養不足にならないように、１日で多様な食品（肉・魚・野菜・乳製

品等）を食べるようにしている」が最も高く、高齢者一般で 60.2％、これから高齢期で

50.2％となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

“よい” 

76.8 

48.9 

44.1 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

2.5 46.4 39.7 8.9 2.5

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

2.9 41.2 36.7 17.2 1.9

81.0 
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要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５

総合事

業対象

者

わから

ない

無回答

（ n ）

( 3,615 )要 支 援・ 要介 護認 定者

( ％ )

22.8 18.0 12.4 14.9 9.3 7.0 4.9
0.9

3.76.3

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ わからない 無回答

（ n ）

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

1.5

1.3

1.5

2.3

3.8

1.9

32.3

28.8

33.3

37.2

41.3

36.0

19.1

22.5

18.0

2.3

1.3

2.7

5.3

1.3

6.5

５．介護保険 

（１）要介護認定の状況 

①要介護度 

○要支援認定者では、「要支援１」(54.8％)が最も高く、次いで「要支援２」(43.1％)の順と

なっている。 

○要介護認定者では、「要介護２」(30.8％)が最も高く、次いで「要介護１」(25.5％)の順と

なっている。 

○特養入所申込者では、「要介護４」(37.2％)が最も高く、次いで「要介護３」(32.3％)の順

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

  

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

54.8 43.1 -
-

-
-

-
2.1

-
-

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

-
- 25.5 30.8 19.1 14.5 10.1 -

-
-
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②介護保険サービスの利用状況 

○要支援認定者では、「福祉用具貸与・購入」(21.2％)が最も高く、次いで「通所介護（デイ

サービス。地域密着型通所介護を含む）」(13.5％)の順となっている。 

○要介護認定者では、「福祉用具貸与・購入」(44.5％)が最も高く、次いで「通所介護（デイ

サービス。地域密着型通所介護を含む）」(27.8％)の順となっている。 

○特養入所申込者では、「福祉用具貸与・購入」(33.1％)が最も高く、次いで「短期入所生活

介護（ショートステイ）」(30.2％)の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

  訪問介護

（ホームヘルプサービス）

訪問入浴介護

訪問リハビリテーション

訪問看護

居宅療養管理指導

通所介護（デイサービス。地

域密着型通所介護を含む）

通所リハビリテーション

（デイケア）

短期入所生活介護

（ショートステイ）

短期入所療養介護

（医療型ショートステイ）

福祉用具貸与・購入

住宅改修

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設

介護医療院

12.6

1.7

5.7

5.6

1.9

13.5

13.0

1.4

0.3

21.2

9.1

0.3

0.3

0.3

24.2

11.1

19.8

22.3

7.0

27.8

14.7

11.2

1.4

44.5

14.3

6.5

2.5

0.7

18.5

6.7

7.6

17.3

4.7

29.6

10.0

30.2

1.8

33.1

13.8

10.3

13.5

2.1

0 % 20 % 40 % 60 %

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

（24時間対応の訪問サービス）

夜間対応型訪問介護

小規模多機能型居宅介護（通い・訪

問・泊まりなどを組み合わせた

サービス）
看護小規模多機能型居宅介護（小規

模多機能型居宅介護に看護を

組み合わせたサービス）

認知症対応型通所介護

認知症対応型共同生活介護

（認知症高齢者グループホーム）

有料老人ホーム

都市型軽費老人ホーム

サービス付き高齢者向け住宅

いずれも利用していない

無回答

0.8

0.4

0.6

0.2

0.3

0.1

1.7

0.5

0.5

12.8

35.9

4.3

1.4

1.7

0.5

1.0

1.8

7.6

0.6

1.0

4.6

15.6

4.1

1.2

2.1

1.5

1.5

3.8

8.8

0.3

0.9

4.7

22.6

0 % 20 % 40 % 60 %

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

特養入所申込者(n=341)
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保険料が多少

高くなっても、

特別養護老人

ホームなどの

施設整備や在

宅サービスの

充実を進める

べき

現在の施設や

在宅サービス

の水準は維持

しつつ、保険料

の上昇は高齢

者人口の伸び

などによる影

響の範囲に抑

えるのが望ま

しい

施設整備も在

宅サービスも

新たな拡充は

控え、保険料

の負担をでき

るだけ軽くする

方向がよい

わからない 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

14.1 40.5 13.4 19.7 12.3

保険料が多少

高くなっても、

特別養護老人

ホームなどの

施設整備や在

宅サービスの

充実を進める

べき

現在の施設や

在宅サービス

の水準は維持

しつつ、保険料

の上昇は高齢

者人口の伸び

などによる影

響の範囲に抑

えるのが望ま

しい

施設整備も在

宅サービスも

新たな拡充は

控え、保険料

の負担をでき

るだけ軽くする

方向がよい

わからない 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

15.6 49.8 11.5 17.5 5.6

（２）介護保険サービスと保険料についての考え 

○いずれの調査でも「現在の施設や在宅サービスの水準は維持しつつ、保険料の上昇は高齢

者人口の伸びなどによる影響の範囲に抑えるのが望ましい」が最も高く、高齢者一般で

40.5％、要支援認定者で33.6％、要介護認定者で38.4％、これから高齢期で49.8％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

15.6 33.6 13.8 24.3 12.8

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

15.5 38.4 12.6 26.4 7.1
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通院している 通院と往診の

両方を利用し

ている

訪問診療・往

診を利用して

いる

受診していな

い

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

78.5 0.8
1.011.1 8.6

通院している 通院と往診の

両方を利用し

ている

訪問診療・往

診を利用して

いる

受診していな

い

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

62.8 1.5
0.2 30.5 5.0

６．医療・在宅療養 

（１）医療の受診形態 

○“何らかの方法で医療を受診している”（「通院している」、「通院と往診の両方を利用して

いる」、「訪問診療・往診を利用している」の合計）は、高齢者一般で80.3％、要支援認定

者で95.6％、要介護認定者で94.6％、これから高齢期で64.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.3 

95.6 

94.6 

64.5 

 

“
何
ら
か
の
方
法
で 

医
療
を
受
診
し
て
い
る
” 

 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

85.8 3.86.0 2.2
2.1

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

54.0 8.6 32.0 2.3
3.0
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詳しく話し合っ

ている

一応話し合っ

ている

ほとんど話し

合っていない

話し合ってい

ない

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

2.0 21.8 29.8 43.2 3.1

詳しく話し合っ

ている

一応話し合っ

ている

ほとんど話し

合っていない

話し合ってい

ない

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

0.6 11.9 26.6 58.2 2.6

自宅 子供な

ど親族

の家

介護保

険で利

用でき

る施設

高齢者

向け住

宅

ホスピ

ス

ホスピ

ス以外

の医療

機関

その他 わから

ない

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

39.9 1.0 9.3 6.0 6.3 6.3 1.4 26.8 3.1自宅 子供な

ど親族

の家

介護保

険で利

用でき

る施設

高齢者

向け住

宅

ホスピ

ス

ホスピ

ス以外

の医療

機関

その他 わから

ない

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

36.4 0.4 7.8 6.1 5.0
4.3

0.9 37.2 1.9

( 341 )特 養 入 所申 込者

( ％ )

28.4 2.1 23.8 2.6
1.8

2.3
2.1 23.8 13.2

（２）人生の最終段階における医療・ケア 

①家族や医療・介護スタッフ等との話し合いの状況 

○人生の最終段階における受けたい医療・介護、受けたくない医療・介護について、家族や

医療・介護スタッフ等と話し合っているか聞いたところ、“話し合っている”（「詳しく話し

合っている」と「一応話し合っている」の合計）と回答した人は、高齢者一般で23.8％、

要支援認定者で42.0％、要介護認定者で52.1％、これから高齢期で12.5％、特養入所申込

者で56.9％となっている。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②人生の最期を迎えたい場所 

○人生の最期を迎えたい場所は、高齢者一般、要支援認定者、要介護認定者および特養入所

申込者では、「自宅」が最も高く、それぞれ39.9％、50.5％、52.9％、28.4％となっている。 

○これから高齢期では、「わからない」が37.2％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 341 )特 養 入 所申 込者

( ％ )

10.0 46.9 20.2 10.3 12.6

23.8 

42.0 

52.1 

12.5 

56.9 

“
話
し
合
っ
て
い
る
” 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

3.9 38.1 25.9 27.7 4.5

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

7.4 44.7 22.6 20.1 5.1

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

52.9 1.4 15.2 6.6 4.5 5.8
0.4

7.5 5.6

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

50.5 1.1 11.9 6.8 9.6 9.0
0.3

6.4 4.4
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死後の公共料金の解約や役所への届け出

遺品整理

金融機関への連絡

預貯金、不動産などの財産管理

葬儀に関すること

相続に関すること

お墓に関すること

その他

特にない

無回答

23.6

26.0

17.7

20.3

15.1

19.4

13.0

3.5

45.0

3.2

24.9

22.9

16.3

17.3

15.5

14.1

11.0

2.1

44.3

6.7

18.3

17.9

13.2

14.0

15.2

14.8

12.2

2.1

50.2

6.4

39.6

45.9

32.3

32.5

23.6

26.6

28.6

2.8

27.3

2.2

23.2

21.7

17.3

15.8

18.2

15.0

11.1

4.1

39.9

14.1

0 % 20 % 40 % 60 %

高齢者一般(n=1,758)

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

これから高齢期(n=462)

特養入所申込者(n=341)

③終末期・死後の手続等で不安なこと 

○高齢者一般では、「特にない」(45.0％)が最も高く、次いで「遺品整理」(26.0％)の順と

なっている。 

○要支援認定者では、「特にない」(44.3％)が最も高く、次いで「死後の公共料金の解約や役

所への届け出」(24.9％)の順となっている。 

○要介護認定者では、「特にない」(50.2％)が最も高く、次いで「死後の公共料金の解約や役

所への届け出」(18.3％)の順となっている。 

○これから高齢期では、「遺品整理」(45.9％)が最も高く、次いで「死後の公共料金の解約や

役所への届け出」(39.6％)の順となっている。 

○特養入所申込者では、「特にない」(39.9％)が最も高く、次いで「死後の公共料金の解約や

役所への届け出」(23.2％)の順となっている。 

 

（複数回答） 
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大いにある 少しある あまりない 全くない 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

17.7 51.5 24.2 4.8
1.7

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

23.3 40.0 24.2 7.4 5.0

大いにある 少しある あまりない 全くない 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

20.3 45.1 24.5 6.0 4.2

④終活への興味 

○“興味がある”（「大いにある」と「少しある」の合計）は、高齢者一般で65.4％、要支援

認定者で63.3％、要介護認定者で42.6％、これから高齢期で69.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

12.2 30.4 35.8 16.4 5.3

65.4  30.5 

63.3  31.6 

42.6  52.2 

69.2  29.0 

“
興
味
が
な
い
” 

“
興
味
が
あ
る
” 
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安否確認の声かけ

話し相手や相談相手

炊事・洗濯・掃除などの手伝い

ちょっとした買い物やごみ出し

子どもの預かり

外出の手助けや通院の送迎

災害時の手助け

その他

特にない

無回答

35.2

13.8

18.8

25.5

0.1

23.1

31.1

1.8

22.5

6.5

39.4

17.1

21.4

25.3

-

23.6

37.2

1.7

20.6

4.1

0 % 20 % 40 % 60 %

高齢者一般(n=1,758)

これから高齢期(n=462)

７．たすけあい 

（１）地域の人たちにしてほしい手助け 

 ○高齢や病気、事故などで日常生活が不自由になったとき、地域の人たちにしてほしい手助 

けは、いずれの調査でも「安否確認の声かけ」が最も高く、高齢者一般で35.2％、これか

ら高齢期で39.4％、次いで「災害時の手助け」がそれぞれ31.1％、37.2％となっている。 

 

（○は３つまで） 
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名称も内容も知っ

ている

名称は聞いたこと

がある

初めて聞いた 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

35.5 45.8 14.5 4.2

名称も内容も知っ

ている

名称は聞いたこと

がある

初めて聞いた 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

38.3 41.3 18.8 1.5

（２）成年後見制度の認知度 

○「名称も内容も知っている」は、高齢者一般で35.5％、要支援認定者で31.8％、要介護認

定者で26.3％、これから高齢期で38.3％となっている。 

○「初めて聞いた」は、高齢者一般で14.5％、要支援認定者で16.9％、要介護認定者で

21.5％、これから高齢期で18.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

31.8 44.5 16.9 6.7

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

26.3 48.0 21.5 4.2
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現在利用して

いる

利用したことが

ある

名前は知って

いるが、利用し

たことはない

知らない 無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

4.6 9.7 55.2 25.1 5.4

現在利用して

いる

利用したことが

ある

名前は知って

いるが、利用し

たことはない

知らない 無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

3.5 9.1 47.2 36.8 3.5

満足してい

る

やや満足し

ている

ふつう やや不満で

ある

不満である 無回答

（ n ）

( 251 )高 齢 者 一 般

( ％ )

36.7 20.7 33.5 4.4
1.6

3.2

満足してい

る

やや満足し

ている

ふつう やや不満で

ある

不満である 無回答

（ n ）

( 58 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

36.2 20.7 34.5 5.21.7
1.7

８．地域包括支援センター 

（１）地域包括支援センターの認知度 

○“知っている”（「現在利用している」、「利用したことがある」、「名前は知っているが、利

用したことはない」の合計）は、高齢者一般で69.5％、要支援認定者で85.2％、要介護認

定者で80.1％、これから高齢期で59.8％となっている。 

○いずれの調査でも“知っている”が「知らない」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域包括支援センターの満足度 

○地域包括支援センターを利用したことがあると回答した人の満足度は、“満足”（「満足して

いる」と「やや満足している」の合計）が、高齢者一般で57.4％、要支援認定者で63.6％、

要介護認定者で58.0％、これから高齢期で56.9％と、“不満”（「不満である」と「やや不満

である」の合計）を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 983 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

40.2 23.4 30.2 2.2
1.2

2.7

( 1,070 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

34.7 23.3 35.7 2.8
1.8

1.8

69.5 

85.2 

80.1 

59.8 

“
知
っ
て
い
る
” 

57.4  6.0 

63.6  3.4 

58.0  4.6 

56.9  6.9 

 

“
満
足
” 

“
不
満
” 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

45.5 19.8 19.9 8.7 6.1

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

24.8 36.3 19.0 14.5 5.4
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とても関心

がある

まあまあ関

心がある

あまり関心

がない

まったく関

心がない

初めて聞い

た

無回答

（ n ）

( 1,758 )高 齢 者 一 般

( ％ )

32.6 55.1 8.7 0.9
0.1

2.6

とても関心

がある

まあまあ関

心がある

あまり関心

がない

まったく関

心がない

初めて聞い

た

無回答

（ n ）

( 462 )こ れ か ら 高 齢 期

( ％ )

29.9 57.6 11.00.4
-
1.1

（３）認知症 

①認知症への関心の程度 

○“関心がある”（「とても関心がある」と「まあまあ関心がある」の合計）は、高齢者一般

で87.7％、要支援認定者で84.0％、要介護認定者で81.6％、これから高齢期で87.5％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

87.7 

84.0 

81.6 

87.5 

“
関
心
が
あ
る
” 

 

( 1,505 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

40.3 43.7 8.0 0.9
0.3

6.9

( 1,751 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

35.2 46.4 11.3 1.5
0.35.1
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自分や自分の家族が認知症になるかも
しれないから

自分の家族に認知症になった人が
いるから

知人や知人の家族で認知症になった人
を知っているから

身近な地域、職場などで認知症になっ
た人がいるから

福祉や介護に関連した仕事を
しているから

その他

無回答

66.0

29.9

30.4

9.8

2.9

2.9

2.3

65.3

25.9

35.8

10.6

1.2

3.5

3.7

63.6

32.8

26.1

7.9

1.2

5.2

2.9

69.1

36.1

21.8

8.7

8.7

1.7

1.0

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

高齢者一般(n=1,542)

要支援認定者(n=1,264)

要介護認定者(n=1,430)

これから高齢期(n=404)

②認知症に関心がある理由 

○認知症に関心があると回答した人の理由は、高齢者一般では、「自分や自分の家族が認知症

になるかもしれないから」(66.0％)が最も高く、次いで「知人や知人の家族で認知症に

なった人を知っているから」(30.4％)の順となっている。 

○要支援認定者では、「自分や自分の家族が認知症になるかもしれないから」(65.3％)が最も

高く、次いで「知人や知人の家族で認知症になった人を知っているから」(35.8％)の順と

なっている。 

○要介護認定者では、「自分や自分の家族が認知症になるかもしれないから」(63.6％)が最も

高く、次いで「自分の家族に認知症になった人がいるから」(32.8％)の順となっている。 

○これから高齢期では、「自分や自分の家族が認知症になるかもしれないから」(69.1％)が最

も高く、次いで「自分の家族に認知症になった人がいるから」(36.1％)の順となっている。 

 

（複数回答） 
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認知症はだれもがなりうるものである

認知症は自分とは関係ない

認知症になってからも、自分なりに
できることがある

認知症になると、自分では何もできなくなる

認知症になっても、地域の中で自分らしく
希望を持って暮らし続けることができる

認知症になると、地域の中で自分らしく
希望を持って暮らし続けることができなくなる

その他

特に印象はない

無回答

83.9

1.2

43.3

15.5

28.3

22.4

1.6

3.4

2.8

77.3

3.7

45.0

16.1

26.3

20.6

2.5

3.3

5.6

77.6

2.8

35.2

19.1

20.0

20.2

2.5

4.3

4.6

90.0

0.4

37.2

12.8

20.3

23.4

1.5

1.1

1.3

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

高齢者一般(n=1,758)

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

これから高齢期(n=462)

③認知症の印象 

○いずれの調査でも「認知症はだれもがなりうるものである」が最も高く、高齢者一般で

83.9％、要支援認定者で77.3％、要介護認定者で77.6％、これから高齢期で90.0％となっ

ている。 

 

（複数回答） 
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食事の準備

掃除や洗濯

ごみの分別やごみ出し

庭の掃除や手入れ

買い物（荷物を持って帰ることも含む）

バスや電車、車を使っての外出

通院や薬を取りに行くこと

銀行や郵便局での手続き

区役所などでの手続き

生活に必要な情報を得ること

隣近所との付き合い

話し相手がいないこと

電球交換および蛍光灯の交換

軽易な家具および荷物の移動

荷物整理・片付け

その他

特に困っていることはない

無回答

2.2

1.7

1.0

6.0

2.5

1.5

1.0

1.8

4.6

2.4

0.8

2.0

7.3

7.6

7.2

1.6

63.4

8.6

9.6

7.0

4.1

13.4

16.1

13.1

8.3

5.8

13.4

3.7

1.1

4.0

16.1

14.6

13.8

2.9

19.9

15.7

12.2

7.5

4.6

7.8

12.3

13.7

9.4

9.8

13.6

2.7

0.9

5.2

7.2

5.7

9.0

7.2

27.0

15.2

1.9

2.2

1.3

3.7

1.1

0.6

0.4

1.5

2.4

1.3

1.7

2.2

0.9

2.8

6.3

2.6

77.3

4.3

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

高齢者一般(n=1,758)

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

これから高齢期(n=462)

９．日常生活の状況 

（１）日常生活の中での困りごと 

○いずれの調査でも、「特に困っていることはない」が最も高く、高齢者一般で63.4％、要支

援認定者で19.9％、要介護認定者で27.0％、これから高齢期で77.3％となっている。 

（複数回答） 
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よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 1,758 )

( 1,758 )

( 1,758 )タブ レッ ト 型 端 末

パ ソ コ ン

ス マ ー ト フ ォ ン

( ％ )

21.4

37.3

8.1

15.6

34.9

9.3

13.7

9.8

13.0

41.2

14.1

58.9

8.2

4.0

10.7

（２）スマートフォン等の情報通信機器の使用状況 

○スマートフォンを“使う”（「よく使う」と「まあ使う」の合計）は、高齢者一般で72.2％

要支援認定者で45.6％、要介護認定者で30.0％、これから高齢期で92.9％となっている。   

 

（高齢者一般） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要支援認定者） 

 

 

（要介護認定者） 

 

  

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 1,505 )

( 1,505 )

( 1,505 )

パ ソ コ ン

ス マ ー ト フ ォ ン

タブ レッ ト 型 端 末

( ％ )

6.6

18.0

3.8

10.1

27.6

4.9

14.0

14.6

9.4

56.3

29.3

65.8

13.0

10.5

16.1

よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 1,751 )

( 1,751 )

( 1,751 )

パ ソ コ ン

ス マ ー ト フ ォ ン

タブ レッ ト 型 端 末

( ％ )

3.9

10.5

1.4

6.3

19.5

2.6

16.6

17.5

12.3

64.7

45.1

73.2

8.6

7.5

10.5

37.0 

72.2 

17.4 

“使う” 

16.7 

45.6 

8.7 

“使う” 

10.2 

30.0 

4.0 

“使う” 
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よく使う まあ使う 使わない 持っていない 無回答

（ n ）

( 462 )

( 462 )

( 462 )タブ レッ ト 型 端 末

パ ソ コ ン

ス マ ー ト フ ォ ン

( ％ )

45.0

74.5

15.4

22.3

18.4

14.3

11.5

2.2

13.2

16.2

2.4

49.1

5.0

2.6

8.0

（これから高齢期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

67.3 

92.9 

29.7 

“使う” 
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（３）今後力を入れてほしい高齢者施策 

○高齢者一般では、「介護が必要にならないようにする介護予防・認知症予防の充実」

(24.8％)が最も高く、次いで「介護が必要な高齢者に対するサービスの充実」(23.6％)の

順となっている。 

○要支援認定者では、「介護が必要にならないようにする介護予防・認知症予防の充実」

(24.1％)が最も高く、次いで「健康管理・健康づくりへの支援」(22.5％)の順となってい

る。 

○要介護認定者では、「介護が必要な高齢者に対するサービスの充実」(24.1％)が最も高く、

次いで「介護している家族への支援」(23.8％)の順となっている。 

○これから高齢期では、「介護している家族への支援」(27.9％)が最も高く、次いで「就労支

援」(27.1％)の順となっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生きがいづくり・社会参加

への支援

就労支援

健康管理・健康づくりへの支援

急性期の病院から在宅生活へつ

なぐ回復期リハビリテーション

病床の整備

在宅療養を受けている患者の緊

急時の入院を受け入れる病床の

整備

介護が必要にならないようにす

る介護予防・認知症予防の充実

公共的建物や道路、公園などの

バリアフリー化

高齢者が住みやすい住宅への

支援

介護が必要な高齢者に対する

サービスの充実

地域におけるボランティア

活動・組織への支援

13.3

7.5

21.9

12.1

16.3

24.8

6.1

14.7

23.6

2.0

13.6

3.2

22.5

12.8

16.5

24.1

7.1

11.8

18.7

1.7

11.5

2.0

17.9

11.6

17.7

13.4

6.7

10.5

24.1

1.0

17.3

27.1

16.9

10.0

13.0

18.8

4.8

19.5

24.5

2.2

0 % 20 % 40 %

特別養護老人ホームなどの

介護施設の整備

認知症高齢者への支援

定期的な安否確認のための

見守り

住まいへの入居や入院・手術、施設

への入所、亡くなった後の諸手続き

等における、身元保証サービス等の

充実

介護している家族への支援

防犯・防災対策

その他

わからない

特にない

無回答

17.9

7.5

5.3

11.2

21.5

11.5

0.8

4.7

3.7

8.2

17.1

7.2

6.4

7.9

19.7

7.2

0.9

5.0

1.9

15.3

18.4

12.0

3.9

6.0

23.8

5.5

1.1

9.3

1.7

16.5

16.7

8.7

5.0

19.3

27.9

11.3

1.9

4.3

1.9

4.5

0 % 20 % 40 %

高齢者一般(n=1,758)

要支援認定者(n=1,505)

要介護認定者(n=1,751)

これから高齢期(n=462)
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家族である 家族ではない

（ n ）

( 441 )

( 1,225 )

( 274 )特 養 入 所 申 込 者

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

( ％ )

91.6

90.1

86.1

8.4

9.9

13.9
( 274 )

( 62 )

( 212 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

86.1

83.9

86.8

13.9

16.1

13.2

( 236 )

( 52 )

( 184 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

26.7

21.2

28.3

57.2

65.4

54.9

16.1

13.5

16.8

10．家族介護の状況 

（１）主な介護者 

○主な介護者が「家族である」と回答した人は、要支援認定者で91.6％、要介護認定者で

90.1％、特養入所申込者で86.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

 

 

※無回答を除いて集計 

 

（２）性別 

○主な家族介護者の性別は、要支援認定者で51.7％、要介護認定者で58.2％、特養入所申込

者で57.2％で、いずれも「女性」が「男性」を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 無回答

（ n ）

( 1,596 )要 支 援・ 要介 護認 定者

( ％ )

29.5 55.8 14.7( 404 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

30.2 51.7 18.1

( 1,104 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

29.0 58.2 12.8
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１年未満 １～３年未

満

３～５年未

満

５～８年未

満

８～10年

未満

10年以上 無回答

（ n ）

( 1,596 )要 支 援・ 要介 護認 定者

( ％ )

10.9 26.2 23.2 17.5 7.0 11.8 3.4

( 236 )

( 52 )

( 184 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

6.4

3.8

7.1

19.5

19.2

19.6

25.0

25.0

25.0

18.6

26.9

16.3

12.7

11.5

13.0

15.3

11.5

16.3

2.5

1.9

2.7

正規社員 非正規社

員

パート・ア

ルバイト

学生 無職 その他 無回答

（ n ）

( 1,596 )要 支 援・ 要介 護認 定者

( ％ )

18.3 4.9 16.5 - 48.9 8.1 3.3

( 236 )

( 52 )

( 184 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

22.0

26.9

20.7

5.1

7.7

4.3

14.0

17.3

13.0

-

-

-

42.8

42.3

42.9

12.7

3.8

15.2

3.4

1.9

3.8

（３）介護期間 

○主な家族介護者の介護期間は、“５年未満”（「１年未満」、「１～３年未満」、「３～５年未満」

の合計）が、要支援認定者、要介護認定者で６割台、特養入所申込者で50.9％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

 

 

（４）就労状況 

○主な家族介護者の就労状況は、いずれの調査でも「無職」が最も高く、要支援認定者で

52.7％、要介護認定者で47.5％、特養入所申込者で42.8％となっている。 

○要支援認定者、要介護認定者および特養入所申込者では、就労している人（「無職」、「その

他」および「無回答」を除く）が３割から４割となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特養入所申込者】 

 

 

 

 

  

( 404 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

14.9 30.9 17.1 17.1 5.4 9.4 5.2

( 1,104 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

9.3 24.8 26.1 18.1 7.4 12.4 1.8

( 1,104 )要 介 護 認 定 者

( ％ )

18.2 5.4 18.2 - 47.5 9.1 1.6

( 404 )要 支 援 認 定 者

( ％ )

18.1 4.5 13.6 - 52.7 5.0 6.2
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将来の介護に不安を感じるため

働いており介護する家族がいないため

高齢あるいは病弱で、介護が困難なため

精神的に疲れているため

身体的に疲れているため

在宅サービスを使いたくないため

地域に十分な介護保険サービス事業者が
いないため

本人が１人暮らしで、介護する同居の
家族がいないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が
必要なときに使えないため

デイサービス（通所介護）が必要なとき
に使えないため

24時間のホームヘルプ（訪問介護）
サービスが必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に
不満があるため

その他

特にない

無回答

63.1

28.4

25.4

50.0

48.3

2.5

0.4

13.6

6.4

3.8

3.8

2.5

8.5

1.3

10.2

61.5

26.9

23.1

65.4

50.0

3.8

-

7.7

7.7

5.8

3.8

-

1.9

-

11.5

63.6

28.8

26.1

45.7

47.8

2.2

0.5

15.2

6.0

3.3

3.8

3.3

10.3

1.6

9.8

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

全体(n=236)

13ポイント以上(n=52)

12ポイント以下(n=184)

（５）特別養護老人ホームに申し込んだ理由（主な家族介護者） 

○主な家族介護者が介護者の視点から、特別養護老人ホームに申し込んだ理由は、特養入所

申込者の全体では、「将来の介護に不安を感じるため」(63.1％)が最も高く、次いで「精神

的に疲れているため」(50.0％)の順となっている。 

○13ポイント以上では、「精神的に疲れているため」(65.4％)が最も高く、次いで「将来の介

護に不安を感じるため」(61.5％)の順となっている。 

○12ポイント以下では、「将来の介護に不安を感じるため」(63.6％)が最も高く、次いで「身

体的に疲れているため」(47.8％)の順となっている。 

 

（複数回答） 
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すぐに入所し
たい

６か月以内
に入所した
い

１年以内に
入所したい

いつかは入
所したい

その他 無回答

（ n ）

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

44.3

46.3

43.7

5.9

12.5

3.8

5.0

2.5

5.7

17.9

11.3

19.9

10.3

11.3

10.0

16.7

16.3

16.9

11．特別養護老人ホーム入所申込みの状況 

（１）現在の生活場所 

○特養入所申込者の全体では、「自宅（家族などとの同居も含む）」(34.9％)が最も高く、次

いで「介護老人保健施設」(16.7％)の順となっている。 

○13ポイント以上では、「自宅（家族などとの同居も含む）」(33.8％)が最も高く、次いで

「有料老人ホーム」(15.0％)の順となっている。 

○12ポイント以下では、「自宅（家族などとの同居も含む）」(35.2％)が最も高く、次いで

「介護老人保健施設」(17.6％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入所の希望 

①入所の希望時期 

○特養入所申込者の全体では、“１年以内に入所したい”（「すぐに入所したい」、「６か月以内

に入所したい」、「１年以内に入所したい」の合計）が55.2％となっている。 

○13ポイント以上では、“１年以内に入所したい”が61.3％となっている。 

○12ポイント以下では、“１年以内に入所したい”が53.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅

（家族な

どとの

同居も

含む）

介護老

人保健

施設

病院に

入院中

介護医

療院

認知症

高齢者

グルー

プホー

ム

有料老

人ホー

ム

都市型

軽費老

人ホー

ム

サービ

ス付き

高齢者

向け住

宅

特別養

護老人

ホーム

その他 無回答

（ n ）

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

34.9

33.8

35.2

16.7

13.8

17.6

6.7

12.5

5.0

2.1

3.8
1.5

4.7
3.8

5.0

10.9

15.0

9.6

0.3

-
0.4

0.9
2.5

0.4

14.1

8.8

15.7

4.4

5.0

4.2

4.4
1.3

5.4

55.2 

61.3 

53.2 

“
１
年
以
内
に 

入
所
し
た
い
” 
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入所のための
準備期間が必
要なため

入所待ちの期
間を見込んで
早めに申し込ん
だため

入所を迷ってい
るため

その他 無回答

（ n ）

( 133 )

( 30 )

( 103 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

20.3

16.7

21.4

18.0

20.0

17.5

12.8

6.7

14.6

39.1

43.3

37.9

9.8

13.3

8.7

半年未満 半年～１年
未満

１年～２年
未満

２年～３年
未満

３年～５年
未満

５年以上 無回答

（ n ）

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

30.8

36.3

29.1

18.2

18.8

18.0

12.3

10.0

13.0

5.0

2.5

5.7

1.2

-

1.5

3.5

2.5

3.8

29.0

30.0

28.7

②早期の入所を希望しない理由 

○特養入所申込者の全体では、「入所のための準備期間が必要なため」(20.3％)が最も高く、

次いで「入所待ちの期間を見込んで早めに申し込んだため」(18.0％)の順となっている。 

○13ポイント以上では、「入所待ちの期間を見込んで早めに申し込んだため」(20.0％)が最も

高く、次いで「入所のための準備期間が必要なため」(16.7％)の順となっている。 

○12ポイント以下では、「入所のための準備期間が必要なため」(21.4％)が最も高く、次いで

「入所待ちの期間を見込んで早めに申し込んだため」(17.5％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別養護老人ホームの最初の申込みからの経過期間 

○最初の特別養護老人ホームへの入所申込みからの経過期間は、いずれも“１年未満”（「半

年未満」と「半年～１年未満」の合計）が４割から５割となっている。 
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ぜひ、今の家で
生活を続けた
い

可能な限り今
の家で生活を
続けたい

いつかは特別
養護老人ホー
ムに入所したい

なるべく早く特
別養護老人
ホームに入所し
たい

無回答

（ n ）

( 341 )

( 80 )

( 261 )12 ポ イ ン ト 以 下

全 体

13 ポ イ ン ト 以 上

( ％ )

6.5

5.0

6.9

23.5

23.8

23.4

18.2

17.5

18.4

33.7

38.8

32.2

18.2

15.0

19.2

（４）サービス等の充実による在宅生活の継続希望 

①在宅生活の継続希望 

○希望する在宅サービスの提供や制度の充実が見込めるのであれば、自宅での生活を希望す

るかどうか聞いたところ、特養入所申込者の全体では、“当分は在宅生活を継続する”（「ぜ

ひ、今の家で生活を続けたい」、「可能な限り今の家で生活を続けたい」、「いつかは特別養

護老人ホームに入所したい」の合計）と回答した人は48.2％で、「なるべく早く特別養護老

人ホームに入所したい」（33.7％）を上回っている。 

○13ポイント以上では、“当分は在宅生活を継続する”と回答した人は46.3％で、「なるべく

早く特別養護老人ホームに入所したい」（38.8％）を上回っている。 

○12ポイント以下では、“当分は在宅生活を継続する”と回答した人は48.7％で、「なるべく

早く特別養護老人ホームに入所したい」（32.2％）を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.2 

46.3 

48.7 

“
当
分
は
在
宅
生
活
を 

継
続
す
る
” 
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24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパー

や看護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる

24時間365日必要に応じて、計画的あるいは随時に、
自宅で医師に診療してもらえる

施設へ通うことを中心に、自宅へ訪問してもらったり、
施設へ泊まったりするなど、柔軟に対応してもらえる

認知症に配慮した介護保険サービスが整っている

在宅生活ができるよう、専門家にリハビリを
してもらえる

デイサービスやショートステイを利用したいときに
利用できる

段差の解消や手すりなど、住まいの構造や設備が
バリアフリーになっている

配食や買い物、ごみ出しなどの生活面を
支援してもらえる

困ったときにいつでも身近に相談できる体制が
整っている

声かけや見守りをしてくれるなど地域の理解や
支えがある

家族が理解・協力してくれる

その他

特にない

無回答

58.5

45.1

47.0

30.5

30.5

47.6

23.8

31.7

32.9

22.0

32.9

6.7

4.3

6.1

64.9

45.9

56.8

27.0

29.7

59.5

35.1

27.0

27.0

29.7

32.4

5.4

-

2.7

56.7

44.9

44.1

31.5

30.7

44.1

20.5

33.1

34.6

19.7

33.1

7.1

5.5

7.1

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

全体(n=164)

13ポイント以上(n=37)

12ポイント以下(n=127)

②在宅生活を継続するために必要なこと 

○特養入所申込者の全体では、“当分は在宅生活を継続する”と回答した人が在宅生活を可能

にすると思うサービスは、「24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘル

パーや看護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる」（58.5％）が最も高く、

次いで「デイサービスやショートステイを利用したいときに利用できる」（47.6％）の順と

なっている。 

○13ポイント以上では、「24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや

看護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる」（64.9％）が最も高く、次い

で「デイサービスやショートステイを利用したいときに利用できる」（59.5％）の順となっ

ている。 

○12ポイント以下では、「24時間365日必要に応じて、定期的かつ随時に、自宅でヘルパーや

看護師に食事・入浴などの介助や緊急時に対応してもらえる」（56.7％）が最も高く、次い

で「24時間365日必要に応じて、計画的あるいは随時に、自宅で医師に診療してもらえる」

（44.9％）の順となっている。 

 

（複数回答） 
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12．介護サービス事業所調査 

（１）居宅介護支援事業所の考え 

①今後整備が必要なサービス 

○介護サービス事業所では、「訪問介護（総合事業含む）」(45.0％)が最も高く、次いで「居

宅介護支援」(44.0％)の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護支援

訪問介護（総合事業含む）

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護（総合事業含む）

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

特定施設入居者生活介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

地域密着型通所介護（総合事業含む）

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

居宅介護予防支援

無回答

44.0

45.0

5.5

14.7

7.3

15.6

11.0

18.3

11.0

7.3

26.6

17.4

11.0

10.1

13.8

10.1

11.0

15.6

9.2

15.6

25.7

10.1

0 % 20 % 40 % 60 %

全体(n=109)
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多すぎる やや多い 適正である やや不足し

ている

不足してい

る

無回答

（ n ）

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )

( 109 )
都市型軽費老人

ホーム

小規模多機能型居

宅介護

看護小規模多機能

型居宅介護

定期巡回・随時対

応型訪問介護看護

認知症対応型共同

生活介護

訪問看護ステー

ション

通所介護

地域密着型通所介護

ショートステイ

( ％ )

0.9

0.9

0.9

0.9

21.1

2.8

3.7

0.9

-

5.5

5.5

1.8

2.8

37.6

11.0

5.5

1.8

0.9

55.0

48.6

29.4

40.4

29.4

58.7

53.2

39.4

34.9

23.9

28.4

37.6

33.0

0.9

14.7

18.3

34.9

30.3

2.8

4.6

18.3

10.1

0.9

2.8

2.8

8.3

15.6

11.9

11.9

11.9

12.8

10.1

10.1

16.5

14.7

18.3

②サービスの需給バランス 

○“不足”（「不足している」と「やや不足している」の合計）は、「訪問看護ステーション」

を除き、“過多”（「多すぎる」と「やや多い」の合計）を上回っている。 

○“不足”は、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」(55.9％)が最も高く、次いで「都市型

軽費老人ホーム」(45.9％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業所の運営 

①稼働状況 

○稼働状況は、「９割未満」(34.3％)が最も高く、次いで「９割以上」(30.1％)の順となって

いる。 

○“平均”は80.5％となっている。 

 

※通所系、入所系、居住系の集計 

 

  

５割未満 ７割未満 ９割未満 ９割以上 無回答

（ n ）

( 239 )介護サービス事業所

( ％ )

10.5 12.6 34.3 30.1 12.6

“過多” “不足” 

6.4   26.7 

6.4   33.0 

2.7   55.9 

3.7   43.1 

58.7  1.8 

13.8  17.5 

9.2   21.1 

2.7   43.2 

0.9  45.9 

“平均” 

80.5 
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②介護保険外サービスの提供状況 

○介護サービス事業所では、「提供していない」(48.3％)が最も高く、次いで「提供している」

(44.9％)の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

提供している 提供を検討している 提供していない 無回答

（ n ）

( 586 )介護 サービス 事 業 所

( ％ )

44.9 2.2 48.3 4.6



 

40 

③事業を運営する上での課題 

○「スタッフの確保」(36.3％)が最も高く、次いで「新規利用者の獲得が困難」(33.8％)の

順となっている。 

 

（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新規利用者の獲得が困難

利用者１人あたりの利用料が少ない

設備・スタッフなどが不足し量的に

利用者のニーズに応えられない

利用者や家族が介護保険制度やサービス

をよく理解していない

利用者の身体状況の把握が難しい

利用者からの苦情や事故への対応

訪問や送迎が非効率（エリアが広い等）

入居者の認知症が重度化した場合の対応

スタッフの確保

スタッフが短期間で離職してしまう

スタッフの人材育成

責任者など中堅人材の確保・育成

他のサービス事業所との競合が激しい

他職種との連携

他のサービス事業所との連携

医療機関との連携

介護報酬が低い

その他

特に課題はない

無回答

33.8

16.9

11.3

12.1

1.2

3.6

6.0

3.6

36.3

2.2

15.2

20.3

7.8

2.6

3.8

3.2

33.3

4.4

0.9

14.2

0 % 20 % 40 %

全体(n=586)
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（３）人材の確保・育成・定着 

①１年間の採用率と離職率 

○１年間（令和６年10月１日から令和７年９月30日まで）の採用率・離職率の状況は、訪問

介護員と介護職員の２職種合計では、「採用率」は17.5％、「離職率」は12.0％となってい

る。 

○訪問介護員は「採用率」が15.5％、「離職率」が9.4％となっている。 

○介護職員は「採用率」が18.0％、「離職率」が12.3％となっている。 

○介護支援専門員は「採用率」が12.4％、「離職率」が11.9％となっている。 

○１年間に離職した者の勤務年数をみると、訪問介護員と介護職員の２職種合計では、離職

者のうち「１年未満の者」が32.8％、「１年以上３年未満の者」が24.1％、「３年以上の者」

が43.1％となっている。 

○訪問介護員は「１年未満の者」が31.8％、「１年以上３年未満の者」が24.7％、「３年以上

の者」が43.5％となっている。 

○介護職員は「１年未満の者」が34.1％、「１年以上３年未満の者」が23.3％、「３年以上の

者」が42.7％となっている。 

○介護支援専門員は「１年未満の者」が18.6％、「１年以上３年未満の者」が31.9％、「３年

以上の者」が49.5％となっている。 

 

 

※１年間の採用率 : ＝１年間の採用者数÷１年前の在籍者数×100 

※１年間の離職率 : ＝１年間の離職者数÷1年前の在籍者数×100 

※３職種計の「回答事業所数」は訪問介護員、サービス提供責任者、介護職員の３者またはいずれかのいる事業所の数であ

り、延べ数ではない。（２職種計も同様）  

（％）

１年未満
１年以上
３年未満

３年以上

訪問介護員 61 15.5 9.4 31.8 24.7 43.5

サービス提供責任者 59 7.4 4.1 42.3 19.2 38.5

介護職員 155 18.0 12.3 34.1 23.3 42.7

看護職員 152 18.7 16.5 37.5 33.6 28.9

生活相談員 73 9.1 7.8 25.0 26.5 48.5

PT･OT･ST等 65 15.8 10.7 34.5 40.5 25.0

介護支援専門員 91 12.4 11.9 18.6 31.9 49.5

事務職員 88 10.6 7.6 25.9 16.7 57.4

介護助手 23 30.5 18.6 50.0 14.3 35.7

調理員 18 29.2 18.4 50.0 16.7 33.3

ドライバー 46 21.6 11.1 35.2 25.7 39.1

　３職種計
　（訪問介護員、サービス提供責任者、介護職員）

204 17.7 11.8 33.1 24.1 42.8

　２職種計
　（訪問介護員、介護職員）

201 17.5 12.0 32.8 24.1 43.1

離職者の勤務年数の内訳

離職率採用率職種 事業所数
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②職員の過不足の状況 

○「やや不足」(34.8％)が最も高く、次いで「適正」(32.1％)の順となっている。 

○“不足”（「大いに不足」、「不足」、「やや不足」の合計）は62.3％となっている。 

 

 

 

  

過剰 適正 やや不足 不足 大いに不足 無回答

（ n ）

( 586 )介護サービス事業所

( ％ )

1.0 32.1 34.8 17.6 9.9 4.6

“不足” 

62.3 
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認定なし 総合事業対象

者

要支援１ 要支援２ 無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

92.4

93.3

91.5

92.4

93.3

0.2

0.1

0.2

-

0.5

3.3

2.4

3.3

3.8

3.3

3.3

3.4

3.9

3.0

2.6

0.8

0.7

1.1

0.7

0.3

65歳－69歳 70歳－74歳 75歳－79歳 80歳－84歳 85歳以上 無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

25.0

24.3

25.8

26.2

24.3

21.5

22.2

21.7

22.5

20.5

22.4

24.8

20.9

22.7

22.8

14.9

13.6

15.1

14.7

17.7

13.9

13.9

15.5

13.0

14.0

2.2

1.2

1.1

1.0

0.7

第３章 高齢者基礎調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 

１．回答者の基本属性 

（１）要介護区分 

○全体では、「認定なし」が92.4％、「総合事業対象者」が0.2％、「要支援１」が3.3％、「要

支援２」が3.3％となっている。 

○いずれの地区でも、「認定なし」が９割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

○全体では、「前期高齢者」（「65歳－69歳」と「70歳－74歳」の合計）は46.5％、「後期高齢

者」（「75歳－79歳」、「80歳－84歳」、「85歳以上」の合計）は51.2％となっている。 

○いずれの地区でも、「前期高齢者」が４割台、「後期高齢者」が５割台となっている。 
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運動器の機能が低下して

いる

運動器の機能が低下して

いない

無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

11.7

10.3

12.5

11.7

11.8

88.3

89.7

87.5

88.3

88.2

-

-

-

-

-

２．日常生活の状況 

（１）からだを動かすこと 

①運動器の機能の低下 

○全体では、運動器の機能が低下している人は、11.7％となっている。 

○いずれの地区でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下記の項目に、３つ以上該当する場合、“運動器の機能が低下している高齢者”としている 

・階段を手すりや壁をつたわらずに昇ることができない 

・椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がることができない 

・15分続けて歩くことができない 

・過去１年間に転んだ経験が、何度もある、あるいは、１度ある 

・転倒に対して、とても不安である、あるいは、やや不安である 
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口腔機能が低下している 口腔機能が低下していな

い

無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

23.2

24.9

24.2

21.5

22.8

74.9

73.3

74.5

76.1

74.9

1.9

1.8

1.3

2.4

2.3

閉じこもり傾向あり 閉じこもり傾向なし 無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

13.5

13.3

15.2

12.7

12.3

84.1

84.6

83.0

84.4

84.7

2.4

2.1

1.8

2.8

3.0

②閉じこもり傾向 

○全体では、閉じこもり傾向のある人は、13.5％となっている。 

○いずれの地区でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 外出の状況について、「ほとんど外出しない」あるいは「週１回外出する」と回答した人を、“閉じこもり傾向の

ある高齢者”としている 

 

（２）口腔機能の低下 

○全体では、口腔機能が低下している人は、23.2％となっている。 

○いずれの地区でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 下記の項目に、２つ以上該当する場合、“口腔機能が低下している高齢者”としている 

・半年前に比べて固いものが食べにくくなった 

・お茶や汁物等でむせることがある 

・口の渇きが気になる 
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いずれか１つ以上できな

い

すべてできる 無回答

（ n ）

( 3,037 )

( 670 )

( 822 )

( 887 )

( 609 )

石 神 井

大 泉

全 体

練 馬

光 が 丘

( ％ )

9.2

9.0

9.7

9.0

9.2

88.9

89.3

89.1

88.5

88.5

1.9

1.8

1.2

2.5

2.3

（３）日常生活の自立状況 

○全体では、「いずれか１つ以上できない」人は、9.2％となっている。 

○いずれの地区でも、全体と同様の傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以下の５項目のいずれかについて「できない」と回答した人を「いずれか１つ以上できない」、５項目全てにつ

いて「できるし、している」あるいは「できるけどしていない」と回答した人を「すべてできる」に分類した 

・バスや電車を使って１人で外出すること 

・自分で食品・日用品の買い物をすること 
・自分で食事の用意をすること 

・自分で請求書の支払いをすること 

・自分で預貯金の出し入れをすること  
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第４章 在宅介護実態調査 

１．主な介護者の基本属性 

（１）主な介護者の本人との関係 

○「子」（61.7％）が最も高く、次いで「配偶者」（25.9％）の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な介護者の性別 

○「男性」が34.0％、「女性」が65.1％となっている。 

 

 

 

（３）主な介護者の年齢 

○「50歳代」(32.8％)が最も高く、次いで「60歳代」(30.6％)の順となっている。 

 

 

  

男性 女性 無回答

（ n ）

( 582 )全 体

( ％ )

34.0 65.1 0.9

20歳未

満

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以

上

わから

ない

無回答

（ n ）

( 582 )全 体

( ％ )

-
-

0.9
4.5 32.8 30.6 13.4 15.5 1.5

0.9

配偶者 子 子の配偶

者

孫 兄弟・姉妹 その他 無回答

（ n ）

( 582 )全 体

( ％ )

25.9 61.7 5.3 0.5
2.1

2.2
2.2
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２．主な介護者の働き方と就労継続見込み 

（１）主な介護者の勤務形態 

○「働いていない」(42.6％)が最も高く、次いで「フルタイム勤務」(38.5％)の順となって

いる。 

 

 

 

（２）今後の在宅生活の継続に向けて、主な介護者が不安に感じる介護 

○「認知症状への対応」(35.2％)が最も高く、次いで「日中の排泄」(31.4％)の順となって

いる。 

 

（○は３つまで） 

 
※無回答を除いて集計 

  

フルタイム勤

務

パートタイム勤

務

働いていない わからない 無回答

（ n ）

( 582 )全 体

( ％ )

38.5 17.9 42.6 0.2
0.9

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

31.4

24.6

13.3

27.7

4.4

8.4

25.0

27.7

14.6

35.2

5.8

17.7

16.8

9.3

2.2

1.5

-

0 % 20 % 40 %

全体(n=452)
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第５章 施設整備調査 

１．特別養護老人ホーム 

（１）要介護度別利用状況（各年12月末現在） 

○要介護３以上の方の割合は、いずれの年も９割台となっている。 

○定員に対する入所者の割合（入所率）はいずれの年も９割台となっている。 

 

 

（２）入所者の待機期間 

○令和７年中の入所者のうち、申込みから３か月以内に入所した方（「１か月以内」と「３か

月以内」の合計）の割合は、65.0％となっている。 

○申込みから１年以内に入所した方の割合は、94.1％となっている。 

○令和４年度の調査結果と比較すると、令和７年度の調査結果は、申込みから１年以内に入

所した方の割合が0.9ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

  

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（ n ）

( 2,578 )

( 2,597 )

( 2,550 )

令 和 ５ 年

令 和 ６ 年

令 和 ７ 年

0.2

0.3

0.4

1.4

1.5

1.6

20.3

21.7

21.5

43.8

45.1

46.4

34.3

31.3

30.1

( ％ )

（%）

ｎ １か月以内 ３か月以内 ６か月以内 １年以内 ２年以内 ３年以内 ３年超 １年以内

令和７年度 677 17.6 47.4 19.4 9.7 4.9 0.9 0.1 94.1

令和４年度 617 18.0 35.7 27.1 12.5 5.0 1.1 0.6 93.2

令和元年度 619 10.7 29.6 36.0 12.1 8.1 2.6 1.0 88.4

  

 平均 

定員 入所者数 入所率 要介護度 

2,761人 2,578人 93.4% 4.10 

2,761人 2,597人 94.1% 4.06  

2,761人 2,550人 92.4% 4.04 
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（３）入退所状況（令和７年実績） 

○令和７年中の入所者の入所前の生活場所は、「在宅」(38.7％)が最も高く、次いで「介護老

人保健施設」（26.5％）の順となっている。 

○退所後の行先（退所の理由）は、「死亡（施設内）」（59.7％）が最も高く、次いで「死亡

（病院・診療所）」（20.7％）の順となっている。 

 

   【入所前の生活場所】 

 

   【退所後の行先（退所の理由）】 

 

  

在宅 特別養

護老人

ホーム

介護老

人保健

施設

介護医

療院

有料老

人ホー

ム・

サービ

ス付き

高齢者

向け住

宅

認知症

グルー

プホー

ム

その他

の社会

福祉施

設

医療機

関（療

養病床

含む）

その他 不詳

（ n ）

( 721 )全 体

( ％ )

38.7 2.8 26.5 5.0

1.1 0.1

18.6 1.1 6.1

在宅 特別養

護老人

ホーム

介護老

人保健

施設

介護医

療院

有料老

人ホー

ム・

サービ

ス付き

高齢者

向け住

宅

認知症

GH

その他

の社会

福祉施

設

医療機

関（療

養病床

含む）

死亡

（病

院・診

療所）

死亡

（施設

内）

その他

（ n ）

( 744 )全 体

( ％ )

0.5
1.6
0.30.4 0.3 0.1

16.3 20.7 59.7
0.1
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２．地域密着型サービス 

（１）事業所運営の課題 

○「利用者の確保」(75.7％)が最も高く、次いで「管理者や有資格者などの職員確保」

(54.9％)の順となっている。 

 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区民へのサービス内容の周知

居宅介護支援事業所や地域包括支援

センターへのサービス内容の周知

利用者の確保

地域に競合事業所が多い

管理者や有資格者などの職員確保

事務処理の煩雑性

収益性や経営効率が悪い

業務の効率化や事務のシステム化

他社事業所との協力体制

（受入れの融通や協業など）

地域連携や地域貢献

よくわからない・課題はない

40.5

41.0

75.7

26.0

54.9

41.6

45.7

37.6

24.3

41.6

1.2

0 % 20 % 40 % 60 % 80 %

全体(n=173)



 

52 
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